
放課後児童クラブの様子
［児童ほっとクラブ（上竹）］
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（
学
童
保
育
）」
が
、
連
携
・
協
力
し
て
実
施
す

る
総
合
的
な
放
課
後
対
策
『
放
課
後
子
ど
も

プ
ラ
ン
』
を
、
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」・

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

『
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
』

　
『
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
』
は
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
と
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
連
携
を
は
じ
め
、
町
内
の
子
ど
も
の
読
書

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
子
ど
も
会
な
ど

の
取
り
組
み
も
含
め
、
現
在
、
放
課
後
な
ど

に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
を
連
携
実
施
す
る

総
合
的
な
放
課
後
対
策
の
計
画
で
す
。

　

吉
備
中
央
町
に
お
い
て
も
こ
の
計
画
を
も

と
に
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
行
政
、
教
育
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
者
、

地
域
住
民
な
ど
で
構
成
す
る
「
吉
備
中
央

町
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
運
営
委
員
会
」
を

設
置
し
、
安
全
管
理
方
策
、
活
動
プ
ロ
グ
ラ

●
紹
介
し
ま
す
●

☆
放
課
後
子
ど
も
教
室
☆

○
津
賀
子
ど
も
教
室

【
場　
　

所
】
津
賀
小
学
校
内

【
実
施
日
等
】
週
1
回
、
1
年
生
を
対
象
に

上
学
年
の
授
業
が
終
わ
る
ま
で
の
時
間
に

実
施
。

【
内　
　

容
】
当
教
室
は
、体
育
館
内
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

を
使
用
し
、
宿
題

を
し
た
後
、
体
育

館
で
遊
ん
だ
り
、

お
絵
か
き
や
折
り

紙
、
カ
プ
ラ
、
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
本

の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

○
御
北
子
ど
も
教
室

【
場　
　

所
】
御
北
小
学
校
内

【
実
施
日
等
】
週
2
回
1
・
2
年
生
、
週
1

回
3
年
生
を
対
象
に
上
学
年
の
授
業
が
終

わ
る
ま
で
の
時
間
に
実
施
。

【
内　
　

容
】
当
教
室
は
、体
育
館
内
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
を
使
用
し
、
宿
題
を
し
た

後
、
体
育
館
で
遊
ん
だ
り
、
お
絵
か
き
や
折

り
紙
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ

や
、
地
域
の
方
に
よ
る
伝
承
遊
び
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

土
日
に
は
、
全
学
年
を
対
象
に
、
料
理
教

特 集
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を

進
め
て
い
ま
す
！

～
地
域
全
体
で
見
守
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
～
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家
に
帰
っ
て
も
近
所
に
遊
ぶ
友
達
が
い
な

か
っ
た
り
、
核
家
族
化
が
進
み
共
働
き
世
帯
が

増
え
た
り
と
い
う
現
状
の
中
、
吉
備
中
央
町
で

は
、
子
ど
も
が
安
全
に
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
文
部
科
学

省
が
実
施
す
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
と
厚

生
労
働
省
が
実
施
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

ム
の
企
画
、
事
業
実
施
後
の
検
証
・
評
価
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
意
見
交
換
や
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い

ま
す
。

 「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
っ
て
？

　

放
課
後
や
週
末
な
ど
に
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点
を
設
け
、
地
域
の

方
々
の
参
画
を
得
て
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も

に
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
地
域
住
民

と
の
交
流
活
動
な
ど
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
っ
て
？

　

共
働
き
家
庭
な
ど
の
留
守
家
庭
の
児
童
を

対
象
に
、
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え
、
児
童

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
す
。

違
い
は
？

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
対
象
を
留
守
家

庭
な
ど
の
児
童
に
限
定
し
、
生
活
の
場
と
し

室
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
釣
り
教
室
な

ど
を
行
い
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。

○
大
和
こ
ど
も
教
室

【
場　
　

所
】
大
和
小
学
校
内

【
実
施
日
等
】
週
2
回
、
全
学
年
を
対
象
に

14
時
～
18
時
ま
で
の
時
間
に
実
施
。

【
内　
　

容
】
当
教
室
は
、
宿
題
を
し
た
後
、

体
育
館
や
運
動
場
で
遊
ん
だ
り
、
室
内
で
お

絵
か
き
、
カ
プ
ラ
、
読
書
、
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
に
編
み
物
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

土
曜
日
や
夏

休
み
に
は
、
公

民
館
と
連
携
し

て
天
文
教
室
や

ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
教
室
、
ち
ぎ

り
絵
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま

す
。

て
の
機
能
を
有
す
る
点
や
、
授
業
日
や
長
期

休
暇
日
の
ほ
ぼ
毎
日
、
時
間
も
比
較
的
遅
く

ま
で
実
施
し
て
い
る
の
が
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
と
の
主
な
違
い
で
す
。

具
体
的
な
活
動
内
容

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
放
課
後

の
小
学
校
で
地
域
の
人
と
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童
…
小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
の

児
童

内　
　

容
…
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
・

交
流

指 

導 

員
…
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

に
、
地
域
の
様
々
な
分
野
の

大
人
を
安
全
管
理
員
や
学
習

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
配
置
。

開
設
日
数
…
平
日
数
回
実
施
。（
地
域
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

○
保
護
者
に
よ
る
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、

☆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）
☆

○
円
城
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

【
場　
　

所
】
円
城
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
内

【
実
施
日
等
】
平
日
の
放
課
後
15
時
～
18
時

ま
で
実
施
。

【
内　
　

容
】
当
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
で
2
年

目
に
な
り
ま
す
。
指
導
員
の
先
生
と
保
護
者

一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
で
よ

り
よ
い
児
童
ク
ラ
ブ
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

一
年
目
は
、
あ
い
さ
つ
や
整
理
整
頓
な
ど

の
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に

重
点
を
お
い
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
地

域
の
お
年
寄
り
の
方
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と

の
交
流
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
児
童
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
主
的
な
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童
…
留
守
家
庭
の
児
童

内　
　

容
…
遊
び
・
生
活
・
健
全
育
成

指 

導 

員
…
放
課
後
児
童
指
導
員
（
専
任
職
員
）

開
設
日
数
…
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
年
間

２
５
０
日
程
度
実
施
。

  

町
内
で
の
取
り
組
み
状
況

　

町
内
で
も
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
で
の
実
施
数
は
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
が
3
カ
所
、「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
が
4
カ
所
あ
り
、
１
６
５
人
の
児
童

が
登
録
・
利
用
し
て
い
ま
す
。　

　

両
事
業
の
関
係
者
の
熱
心
な
取
り
組
み
に

よ
り
、「
異
年
齢
で
の
活
動
や
、
地
域
の
幅

広
い
世
代
の
方
々
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
き
た
。」「
関
わ
っ
て
い
る
子
ど
も
も
高
齢

者
も
元
気
に
な
っ
た
。」「
放
課
後
や
長
期
休

暇
に
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
が
あ
り
、

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
成
果

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

名　称 登録児童数
H23

津賀子ども教室 10 人
御北子ども教室 30 人
大和こども教室 60 人
円城放課後児童クラブ 12 人
児童ほっとクラブ 12 人
豊野児童クラブ 28 人
吉備高原児童クラブ 13 人

＜料理教室：みょうが焼き＞ 

大
学
生
の
方
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
！

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
！

吉
備
高
原
希
望
中
学
校
と
の
交
流
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○
児
童
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ
（
上
竹
）

【
場　
　

所
】
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
賀
陽
総
合
セ
ン

タ
ー
営
農
セ
ン
タ
ー
内

【
実
施
日
等
】
平
日
の
放
課
後
14
時
30
分
～

18
時
ま
で
実
施
。

【
内　
　

容
】
当
ク
ラ
ブ
は
、 

宿
題
を
し
た

後
、
折
り
紙
や
お
絵
か
き
、
読
書
を
し
た
り
、

戸
外
で
は
長
縄
と

び
や
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
を
し
て

遊
ん
で
い
ま
す
。

春
・
夏
・
冬
休
み

の
長
期
休
暇
や
土

曜
日
は
、
8
時
か

ら
18
時
ま
で
の
1

日
を
ク
ラ
ブ
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。

○
豊
野
児
童
ク
ラ
ブ

【
場　
　

所
】
十
親
会
館
（
竹
荘
地
内
）

【
実
施
日
等
】
平
日
の
放
課
後
14
時
30
分
～

18
時
ま
で
実
施
。

【
内　
　

容
】
当
ク
ラ
ブ
は
、
今
年
で
2
年

目
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
か
ら
歩
い
て
ク
ラ

ブ
へ
到
着
し
、
宿
題

を
し
た
後
、
読
書
や

ト
ラ
ン
プ
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て

過
ご
し
て
い
ま
す
。

開
設
時
間
の
長
い
日

は
、
建
物
か
ら
離
れ

て
活
動
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

○
吉
備
高
原
児
童
ク
ラ
ブ

【
場　
　

所
】
吉
備
高
原
小
学
校
内

【
実
施
日
等
】
平
日
の
放
課
後
14
時
～
18
時

ま
で
実
施
。

【
内　
　

容
】
当
ク
ラ
ブ
は
、
10
年
目
を
む

か
え
ま
し
た
。「
た
だ

い
ま
～
」
の
元
気
な
声

は
、
平
成
14
年
の
開
設

以
来
、
変
わ
り
な
く
続

い
て
い
ま
す
。

　

S
け
ん
・
缶
け
り
・

ド
ロ
ケ
ー
な
ど
1
年

生
か
ら
6
年
生
ま
で
、

た
て
繋
が
り
で
楽
し

く
放
課
後
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
新
た
な

つ
な
が
り
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
全
体

で
見
守
る
『
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
』、
こ

の
つ
な
が
り
の
輪
を
各
地
に
広
げ
て
い
く
た

め
に
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
放
課
後
子
ど
も
教
室　

お
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
班

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

９
１
９
１

〈
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
お
問

い
合
わ
せ
先 

〉

　
　

保
健
課　

子
育
て
支
援
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
２
６

　学校支援地域本部は、学校の教育活動を支援するため、地域住民の学校支援ボランティアなどへの
参加をコーディネートするもので、いわば“地域につくられた学校の応援団”といえます。
　吉備中央町でも平成20年度から豊野小学校を支援するため「豊野小学校地域教育協議会」を立ち
上げ実施しています。
　支援内容は、生活科、音楽科、社会科、総合学習などの学習支援や、花の植え替えや校舎周辺草刈
などの環境整備、登下校の安全見守り、運動会や学習発表会などの学校行事の支援を行っています。

＜学校支援地域本部　お問い合わせ先＞
教育委員会　生涯学習班　☎0866-56-9191
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学校支援地域本部事業を進めています！
地域全体で学校教育を支援する体制づくりを行う

まちの話題

  

新
規
就
農
者
を
激
励

　

㈶
吉
備
中
央
農
業
公
社
に
て
、
農
業
実
務

研
修
（
ピ
オ
ー
ネ
）
を
２
年
間
受
け
ら
れ

た
大お

お
た
に谷 

悠ゆ
う
す
け介
さ
ん
の
研
修
修
了
式
と
、
平

成
23
年
度
か
ら
新
た
に
研
修
を
受
け
ら
れ

る
相あ

い

田だ 

貴た
か
しさ
ん
の
研
修
開
始
式
が
、
３
月

29
日
に
吉
備
中
央
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
重
森
町
長
と
岡
山
農
業
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
有
吉
所
長
か
ら
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
谷
さ
ん
（
写
真
右
）
は
、「
た
く
さ
ん

の
農
家
の
方
か
ら
農
業
へ
取
り
組
む
姿
勢

を
学
ん
だ
。
地
域
へ
貢
献
し
、
家
族
と
豊
か

な
時
間
を
過
ご
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

へ
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
。」　

相
田
さ

ん
（
写
真
左
）
は
、「
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
し
た
く
て
、
農
業
へ
の
道
を
志
し
た
。

色
ん
な
農
家
の
方
々
に
も
優
し
く
接
し
て

も
ら
い
、
吉
備
中
央
町
で
就
農
す
る
こ
と

に
不
安
は
な
い
。
少
し
で
も
早
く
栽
培
技

術
を
習
得
し
た
い
。」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

お
二
人
の

今
後
の
活
躍

を
期
待
し
て

い
ま
す
。

  

自
治
組
織
代
表
者
会
議

　

4
月
23
日
、
吉
備
高
原
都
市
内
き
び
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
自
治
組

織
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
区
長
、
住
民
会
長
、
町
議
会
議

員
１
４
３
名
の
参
加
の
も
と
、
冒
頭
で
は

重
森
町
長
か
ら
最
近
の
話
題
を
踏
ま
え
た

行
政
へ
の
協
力
依
頼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
後
、
副
町
長
、
教
育
長
に
よ
る
主
要

事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

  
㈱
ト
マ
ト
銀
行

    
交
通
安
全
協
力
会
か
ら
寄
贈

　

４
月
８
日
、
㈱
ト
マ
ト
銀
行
賀
陽
支
店
か

ら
交
通
安
全
横
断
旗
１
５
０
本
と
夜
行
タ

ス
キ
30
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
町
長
室

に
お
い
て
贈
呈
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
㈱
ト
マ
ト
銀
行
交
通
安
全
協
力
会
の

事
業
と
し
て
毎
年
寄
贈
を
受
け
て
い
る
も

の
で
す
。
贈
呈
式
で
は
、
同
銀
行
の
田
中
支

店
長
が
来
庁
さ
れ
「
地
域
の
交
通
安
全
の
た

め
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
述
べ
ら
れ
、
重
森
町
長
に
直
接
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
重
森
町
長
は
「
ご
厚
意
を

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
地
域
の
交
通
安
全

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
寄
贈
い

た
だ
い
た
用
品
は
、
町
内
の
交
通
安
全
施
設

で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

町
道
実
光
大
古
屋
線
の
一
部
が

　
　
通
行
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　

　

岨
谷
地
内

の
町
道
実

光
大
古
屋
線

の
一
部
付
替

工
事
が
完
成

し
、
吉
備
高

原
ル
ミ
エ
ー

ル
病
院
主
催

に
よ
る
開
通

を
祝
う
会

が
、
４
月
５

日
、
吉
備
高

原
ル
ミ
エ
ー

ル
病
院
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
工
事
区
間
は
、
幅
員
が
狭
く
、
急
勾
配

な
場
所
が
あ
っ
た
た
め
、
当
病
院
の
利
用

者
、
路
線
バ
ス
な
ど
の
日
常
の
通
行
に
支

障
を
き
た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年

６
月
よ
り
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
、
延
長

４
２
８
ｍ
、
幅
5.0
ｍ
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
病
院
関
係
者
、
地
元
関
係
者
、

町
関
係
者
の
20
名
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
道
路
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
安
全
に
安

心
し
て
通
行
、
通
院
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
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青
空
知
事
室
で
意
見
交
換
！

　

４
月
21
日
、「
夢
と
元
気
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
青
空

知
事
室
が
道
の
駅
「
か
よ
う
」
で
開

催
さ
れ
、
吉
備
中
央
町
を
は
じ
め
岡

山
市
、
玉
野
市
な
ど
備
前
県
民
局
管

内
５
市
２
町
の
ま
ち
づ
く
り
、
産
業

振
興
、
農
業
振
興
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
各
団
体
の
関
係
者
11
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
ジ
ャ
ム
作
り
を
体
験
し
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
や
今
後
の
地
域
の
あ
り
方
な
ど
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

吉
備
中
央
町
か
ら
は
吉
備
中
央
町
商
工
会
副
会
長　

芝
村

啓
三
さ
ん
と
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
お
か
や
ま
の
中
心
で
農
を

叫
ぶ
会
会
長　

森
田
充
司
さ
ん
が
参
加
。
芝
村
さ
ん
は
町
産

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に
向
け
た
、
新
商
品
開

発
の
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
や
、
販
売
に
向
け
た
活
動

の
中
で
農
業
者
と
商
工
会
と
の
連
携
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
森

田
さ
ん
は
同
会
が
取
り
組
む
竹
林
の
伐

採
事
業
に
つ
い

て
、
活
動
内
容

や
問
題
点
、
現

在
、
粉
砕
し
た

竹
チ
ッ
プ
の
活

用
方
法
に
つ
い

て
研
究
を
進
め

て
い
る
こ
と
な

ど
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

  

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
！

　

4
月
24
日
、
小
森

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

周
辺
に
お
い
て
、
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
旧
高
富
小
学

校
区
で
は
「
み
ん
な

で
支
え
あ
う
地
域
づ

く
り
協
議
会
」
主
催

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

も
盛
ん
に
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
宝
く
じ
の
助

成
金
に
よ
り
購
入
し

た
ノ
ー
パ
ン
ク
車
い

す
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の

資
機
材
を
有
効
に
活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
地

区
内
住
民
１
０
０
名
と
地
元
駐
在
所
、
消
防
団
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
傷
病
者
搬
送
、
心
肺
蘇
生
訓
練
や
消
火
栓
の
取
り

扱
い
な
ど
を
行
い
、
有
事
に
お
け
る
初
動
体
制
の
重
要
さ
を

あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
購
入
し
た
資
機
材
を
有
事
に
お
い
て
も
有
効
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
今
後
も
継

続
し
て
訓
練
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

  

交
通
安
全
体
験
車
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

　

４
月
16
日
、
豊
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
豊
野

老
人
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
教
室
は
今
年
で
５
回
目
と
な
り
、
毎
年
岡
山
県
警
察

本
部
の
所
有
す
る
交
通
安
全
体
験
車
「
お
か
や
ま
ふ
れ
あ
い

号
」
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
約
20
名

の
ク
ラ
ブ
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、豊
野
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
松
井
さ
ん
が
、

「
体
験
車
の
装
置
に
よ
る
診
断
を
通
し
て
今
後
の
事
故
を
未

然
に
防
止
で
き
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
歩
行
環
境
再
現
装
置
な
ど
を
使
用
し
、
動
作
の

速
さ
や
正
確
さ
、
判
断
力
の

検
査
を
行
い
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
の
診
断
結
果
を
基
に
指

導
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
セ
ニ
ア
カ
ー

の
展
示
も
行
わ
れ
、
利
用
に

関
し
て
の
注
意
事
項
な
ど
の

説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

 

吉
備
中
央
町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　　

４
月
18
日
、町
主
催（
運

営
：
吉
備
中
央
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
か
も

が
わ
会
）
に
よ
る
、
平
成
23
年
度
吉
備
中
央
町
町
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
が
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
１
６
２
名
の
参
加
が
あ
り
、
個
人
戦
（
公
式
戦

８
ホ
ー
ル
×
２
、
交
流
戦
８
ホ
ー
ル
×
１
）
で
競
技
し
ま
し

た
。
曇
り
空
の
肌
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
出
る
と
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
参
加
者
は
楽
し
み
な

が
ら
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。　

　

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

藤
原　

善
男
（
細
田
）　　

　

準
優
勝　

香
山　

博
志
（
井
原
）　

　

第
３
位　

小
川
美
江
子
（
湯
山
）

 
池
田
動
物
園
へ

　
　
ダ
チ
ョ
ウ
を
譲
渡
し
ま
し
た

　　

吉
川
の
ダ

チ
ョ
ウ
牧
場
の

閉
鎖
に
伴
い
、

町
で
飼
育
し
て

い
た
ダ
チ
ョ
ウ

3
羽
を
、
株
式

会
社
池
田
動
物

園
へ
譲
渡
し
ま

し
た
。

　

4
月
12
日
に

は
池
田
動
物
園

に
お
い
て
目
録

の
贈
呈
式
と
お

披
露
目
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
多

く
の
方
が
動
物
園
に
新
し
く
仲
間
入
り
し
た
ダ
チ
ョ
ウ
と
卵

を
珍
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

 

吉
備
高
原
都
市
さ
ん
さ
ん
祭
り
が

 　
　
　
　
　
　

  

開
催
さ
れ
ま
し
た

　　

第
20
回
吉
備
高
原
都
市
さ
ん
さ
ん
祭
り

が
、
吉
備
高
原
都
市
夢
ま
つ
り
実
行
委
員

会
の
主
催
に
よ
り
、
吉
備
高
原
都
市
セ

ン
タ
ー
区
さ
ん
さ
ん
広
場
で
4
月
17
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
春
ら
し

い
日
差
し
の
な
か
、
岡
山
県
警
察
音

楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
う
ら
じ
ゃ
踊

り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、

も
っ
た
い
な
い
劇
団
の
人
形
劇
、
吉

備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
健
康
相
談
、食
の
市
、

各
種
の
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多

彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど

約
８
、０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。



　レントゲン車が町内各所を巡回しますので、最寄りの会場で受診してください。

【対 象 者】  40歳以上の方（昭和47年４月１日以前生まれの方）
【検査料金】　無料
【日　    程】

期　日 実 施 場 所 受 付 時 間 期　日 実 施 場 所 受 付 時 間

6月10日
（金曜日）

（溝部）藤村昌之様宅横
（福沢）曽壁福沢倉庫前広場
笹目公会堂
新山ほほえみセンター
井原コミュニティセンター
豊岡いきいきプラザ
湯の瀬温泉前
ラーバニスト小森の里

（小森）浅田土建事務所前

 9:30～ 9:45
 9:50～10:00
10:15～10:30
10:45～11:05
11:15～11:40
13:00～13:25
13:35～13:55
14:05～14:20
14:30～14:50

6月15日
（水曜日）

下竹荘公民館
椿公会堂

（下竹）ライスセンター
（黒土）宮井昭夫様宅前
ロマン高原かよう総合会館

（豊野）森下誠一様宅前
（千守）岡田鉄夫様宅前

 9:10～ 9:50
10:05～10:20
10:35～11:00
11:15～11:35
13:15～14:15
14:30～14:50
15:00～15:15

6月13日
（月曜日）

柿山集会所
（実方）小倉幸康様宅車庫前
円城基幹集落センター
飛躍の郷「ひだまり」
上田東共栄公会堂

（三納谷）石井和夫様宅車庫前
細田公会堂
和田公民館
長田ふれあいセンター

 9:10～ 9:25
  9:40～10:00
10:15～10:40
10:50～11:05
11:15～11:35
13:00～13:15
13:30～13:50
14:10～14:25
14:40～15:00

6月16日
（木曜日）

黒山京ぐろ倉庫
河内田公会堂
藤田公会堂
吉川公民館
おかやま酪農業協同組合
北老人ホーム

（湯山）遠藤光男様宅前

 9:30～ 9:45
 9:55～10:15
10:30～10:55
11:10～11:40
13:15～13:35
13:55～14:25
14:40～15:00

6月14日
（火曜日）

役場加茂川庁舎
津賀小学校

（広面）西信建設前
竹部公民館
業務商業ビル
高原上野公民館

（高谷）長丸ふれあいセンター
美原集落センター
お祭り会館

 9:20～ 9:40
10:00～10:15
10:30～10:45
11:00～11:15
11:25～11:55
13:15～13:30
13:45～14:00
14:20～14:35
14:45～15:00

6月17日
（金曜日）

共栄賀陽店
上竹荘公民館
室納生活センター
舞地選果場
大和公民館
東村ふれあい市場
梅戸石材店前
西生活センター

 9:20～ 9:50
10:00～10:30
10:50～11:05
11:15～11:35
13:05～13:35
13:50～14:10
14:30～14:50
15:10～15:30

★喀痰検査：50歳以上の方で、喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方は、
　 　　　　  受診をおすすめします。
　　　　　   レントゲン検査当日、検査容器（１個 400円）を購入してください。

　結核・肺がん検診、胃がん検診の受診票は、平成21年度、22年度に検診を受けられた方お
よび、今年度検診対象年齢に到達される方（40歳になられる方）へ地区愛育委員さんなどを
通じてお配りしています。受診票をお持ちでない方で、受診希望の方は地区愛育委員さんま
たは保健課　地域保健班☎０８６６－５４－１３２６までご連絡ください。
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結核・肺がん検診のお知らせ

保健福祉シリーズ 58

　70歳以上の国保被保険者には、「国民健康保険高齢受給者証」が
交付されます。
　高齢受給者証は，70歳の誕生月の翌月（１日生まれの方は誕生日）から
使用となりますので、70歳の誕生月（１日生まれの方は誕生月の前月）に
郵送します。一部負担金の割合（医療機関での窓口負担）が１割または３割になり
ます。
　医療機関で受診する際は、国民健康保険被保険者証と高齢受給者証を併せて提示することで、受給
者証に記載されている負担割合で受診することができます。

※一部負担金の割合（医療機関での窓口負担）について
　70歳以上の国保被保険者の一部負担金の割合（医療機関での窓口負担）は、原則1割ですが、一定基準以上の収入が

ある方は3割になります。

＜3割負担となる方＞
　同じ世帯に、町民税の課税標準額（必要経費や各種控除を除いた後の額。退職所得は除きます。）が
145万円以上の70歳以上の国保被保険者がいる場合、3割負担になります。
　「ただし、70歳以上の国保被保険者が2人以上いる世帯は年金等の年収（必要経費や各種控除を除く
前の額）が520万円未満、70歳以上の国保被保険者が1人いる世帯は年金等の年収（必要経費や各種控
除を除く前の額）が383万円未満の場合、申請により、負担割合が1割に変更になります。」

※1割負担の延長について
　国民健康保険法の改正により、平成20年4月から「2割」に見直すこととされていました。医療機関での窓口負担が

「1割」の70～74歳の方の負担割合については、平成23年3月31日まで1割負担に据え置かれましたが、この期間がさ
らに延長され、平成24年3月31日まで1割負担に据え置くこととされました。

■更新は、平成23年4月1日および町民税確定後の平成23年8月1日

■国民健康保険高齢受給者証の対象者の方へは、役場より受給
者証を郵送いたしますので手続きは必要ありません。

国民健康保険から

国民健康保険高齢受給者証について

〔お問い合わせ先〕
保健課　医療保険班
☎0866-54-1326

まちの話題  
保
健
師
が
被
災
者
支
援
の
た
め
岩
手
県
へ

　

吉
備
中
央
町
の
入
野
良
子
保
健
師
が
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
の
被
災
地
に
対
す
る
人
的
支
援
の
た
め
４
月
27
日
か

ら
５
月
３
日
ま
で
の
７
日
間
、
岡
山
県
派
遣
チ
ー
ム
の
一
員

と
し
て
岩
手
県
の
大
船
渡
保
健
所
管
内
に
派
遣
さ
れ
、
被
災

者
の
心
の
ケ
ア
、
健
康
相
談
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
な
ど
の

保
健
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
４
月
26
日
に

壮
行
式
が
行
な
わ
れ
、
重
森
町
長
が
「
復
興
は
徐
々
に
さ
れ

て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
人
間
の
心
は
簡
単
に
癒
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
入
野
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
力
を

十
分
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
が
少

し
で
も
和
ら
ぐ
対
応
を
し
て
、
元
気
に
帰
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
入
野
さ
ん
の
派
遣
チ
ー
ム
は
岡

山
県
保
健
師
２
名
、
事
務
職
員
１
名
、
瀬
戸
内
市
保
健
師
１

名
の
５
名
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
今
回
が
11
班
目
に
な

り
ま
す
。
入
野
さ
ん
は
「
不
安
を
抱
え
ら
れ
た
多
く
の
方
々

に
、
少
し
で
も
寄
り
添
え
る
よ
う
な
活
動
が
出
来
た
ら
と
思

い
ま
す
。」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
へ
出
向
し

て
い
る
槙
本
利
江
保
健

師
も
岡
山
県
派
遣
チ
ー

ム
６
班
の
一
員
と
し
て

４
月
17
日
か
ら
24
日

ま
で
同
地
区
へ
派
遣
さ

れ
、
健
康
相
談
等
に
従

事
し
ま
し
た
。
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岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
22
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
西に
し
ざ
き㟢

生い
く

時と

さ
ん
の
「
ぼ
く
の
し
ご
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくのしごと」
吉川小学校　二年

西
にし

﨑
ざき

　生
いく

時
と

さん

　

ぼ
く
の
し
ご
と
は
、
か
ぞ
く
み
ん
な
の
せ
ん
た
く
も

の
を
た
た
ん
で
、
た
ん
す
に
い
れ
る
こ
と
で
す
。

　

お
お
き
な
お
と
う
さ
ん
の
シ
ャ
ツ
は
、
た
た
み
や
す

い
で
す
。
い
も
う
と
の
ち
い
さ
な
ブ
ラ
ウ
ス
は
、
そ
で

と
そ
で
を
あ
わ
せ
る
の
が
む
ず
か
し
い
で
す
。
お
か
あ

さ
ん
の
で
っ
か
い
ふ
く
は
、
な
が
く
て
そ
で
と
そ
で
を

あ
わ
せ
る
の
が
む
ず
か
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
に
と
ま
り
に
い
っ
て
か

え
っ
て
く
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が

「
い
く
と
が
お
ら
ん
け
ん
、
せ
ん
た
く
も
の
が
や
ま
も

り
じ
ゃ
。」
と
、
い
つ
も
い
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

や
ま
も
り
の
せ
ん
た
く
も
の
に
、
び
っ
く
り
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
と
お
か
あ
さ
ん
は
、
せ
ん
た
く
も

の
を
い
っ
し
ょ
に
た
た
み
ま
す
。
す
る
と
、
お
か
あ
さ

ん
は
、

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。」

と
、
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
や
る
き
が
で
て
き

ま
す
。

　

お
と
う
さ
ん
も
、　　
　
　
　
　

「
い
く
と
は
、
え
ら
い
な
。」　

と
、
ま
じ
め
な
か
お
で
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

  

い
も
う
と
は
ぼ
く
の
ま
ね
を
し
よ
う
と
し

て
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
し
ま
す
。

　

な
つ
や
す
み
に
せ
ん
た
く
も
の
を
た
た
む

し
ご
と
を
し
て
い
た
の
で
、
じ
ょ
う
ず
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
よ
ろ

こ
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

  

た
ん
す
に
か
た
づ
け
る
と
、
な
に
も
な
く

な
っ
て

「
で
き
た
。」

と
ぼ
く
が
い
う
と
、
い
も
う
と
の
あ
お
ち
ゃ
ん
も
、

「
で
き
た
。」

と
、
り
ょ
う
て
を
ひ
ろ
げ
て
い
い
ま
す
。
す
る
と
、
お

か
あ
さ
ん
は
、

「
あ
し
た
も
た
の
ん
だ
で
。」

と
、
い
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ず
っ
と
ず
っ
と
ぼ
く
の
し

ご
と
を
や
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

工場長：伊橋　勝巳さん

タカノフーズ株式会社 岡山工場さん
今月は

　
今
月
は
湯
山
に
あ
る
タ
カ
ノ
フ
ー

ズ
株
式
会
社　
岡
山
工
場
を
紹
介
し

ま
す
。

【
工
場
長
の
伊
橋
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。】

Ｑ
．
工
場
の
設
立
に
つ
い
て

『
弊
社
の
全
国
で
の
納
豆
生
産
拠
点
と
し

て
は
、
水
戸
の
第
１
工
場
・
第
２
工
場
、

宮
城
県
の
東
北
工
場
、
三
重
県
の
伊
勢

工
場
、
岡
山
県
の
岡
山
工
場
、
佐
賀
県
の
九
州
工

場
と
６
カ
所
の
拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

豆
腐
の
製
造
も
行
っ
て
お
り
、
茨
城
県
と
栃
木
県

に
そ
れ
ぞ
れ
工
場
が
あ
り
、
豆
腐
は
関
東
周
辺
の

商
品
供
給
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
納
豆
は
全
国
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
工
場
の
設
立
に
つ
い
て
で
す

が
、
多
く
の
人
に
納
豆
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
西
日
本
エ
リ
ア
で
の
納
豆
市
場

拡
大
の
余
地
が
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
商
品
の
需
要
供
給
に
対
応
す
る
た
め
の
拠
点

を
、
西
日
本
に
も
う
一
つ
設
け
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
す
で
に
伊
勢
工
場
と
九
州
工
場
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
中
間
地
点
で
あ
る
岡
山
県
が
選
択

肢
と
し
て
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
地
域
を
選

択
し
た
理
由
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
近
く
利
便
性
が
良
か
っ
た
こ
と
、
地
震
や
台
風

な
ど
の
災
害
も
少
な
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、
自

治
体
の
協
力
が
得
ら
れ
計
画
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
２
０
０
２
年
12
月
に
現
在

の
場
所
へ
工
場
を
設
立
し
、
操
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
岡
山
工
場
は
、
現
在
、
中
四
国
エ
リ
ア
、
近

畿
東
海
エ
リ
ア
、
九
州
エ
リ
ア
に
も
商
品
を
提
供

し
て
い
ま
す
。』

Ｑ
．
事
業
内
容
に
つ
い
て

『
弊
社
は
、
お
か
め
納
豆
の
生
産
工
場
に
な
り
ま

す
。
国
産
大
粒
大
豆
、
国
産
中
粒
大
豆
、
小
粒
大

豆
、
極
小
粒
大
豆
、
超
極
小
粒
大
豆
を
原
料
と
し

て
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
タ
レ
の
味
や
容
器
形
態

（
ト
レ
ー
容
器
・
カ
ッ
プ
容
器
）
の
違
う
商
品
を

含
む
と
10
種
類
の
商
品
を
生
産
し
、
好
み
の
多
様

化
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
ご
飯
の
横
に
添
え

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、な
ん
と
な
く
ほ
っ
と
す
る
、

日
本
の
伝
統
食
で
あ
る
納
豆
は
、
シ
ン
プ
ル
な
食

品
で
、大
豆
と
納
豆
菌
だ
け
で
出
来
て
い
ま
す
が
、

奥
の
深
い
商
品
で
す
。
納
豆
は
、
大
豆
を
洗
っ
て

そ
れ
を
水
に
浸
け
て
、
そ
の
後
、
蒸
し
ま
す
。
蒸

し
た
大
豆
に
納
豆
菌
を
か
け
て
、
そ
れ
を
容
器

に
入
れ
て
発
酵
さ

せ
、
熟
成
さ
せ
た

後
出
荷
し
て
い
ま

す
。
大
豆
か
ら
納

豆
に
し
て
出
荷
す

る
ま
で
に
は
、
４

日
間
程
度
か
か
り

ま
す
。

岡
山
工
場
は
、
月
出
荷
個
数
で
約
１
千
万
個
の
ご

注
文
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
納
豆
菌
は“
生
き
物
”

な
の
で
生
産
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
原
料
と
な

る
大
豆
と
納
豆
菌
に
と
っ
て
最
適
な
環
境
で
生
産

を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
お
い
し
い
納
豆
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
従
業
員
１
人

１
人
が
決
め
ら
れ
た
業
務
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
、
工
程
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
温
度

管
理
や
時
間
管
理
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

納
豆
菌
は
、
衛
生
管
理
が
悪
い
と
上
手
く
繁
殖

し
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
お
い
し
い
納
豆
を
生

産
す
る
た
め
に
衛
生
管
理
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
１
つ
１
つ
の
工
程
を
経
て
、
最
終
的
に
納
豆

が
出
来
上
が
る
の
で
、
１
つ
で
も
足
り
て
い
な
い

と
、
お
い
し
い
納
豆
は
で
き
ま
せ
ん
。
納
豆
作
り

に
欠
か
せ
な
い
生
産
設
備
・
製
造
ラ
イ
ン
・
包
装

ラ
イ
ン
の
保
守
点
検
も
弊
社
の
従
業
員
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
原
因
の
調
査
か
ら
は
じ
ま
り
、
整
備

を
し
て
、
誤
動
作
や
不
具
合
で
機
械
が
停
止
す

る
回
数
、
時
間
を
減
ら
し
、
円
滑
に
稼
働
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

て
、
最
近
で
は
生
産
時
間
、
生
産
中
の
ロ
ス
の
削

減
、
業
務
の
見
直
し
で
作
業
効
率
を
上
げ
る
な
ど

の
良
い
結
果
も
出
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
従
業
員

で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。』

Ｑ
．
従
業
員
に
つ
い
て

『
従
業
員
は
現
在
74
名
で
、
ほ
ぼ
半
数
の
34
名
が

町
内
の
方
で
す
。
近
隣
で
は
岡
山
市
、
総
社
市
、

高
梁
市
か
ら
も
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
比
較
的
新
し

い
工
場
で
す
の
で
、
平
均
年
齢
は
パ
ー
ト
社
員
も

含
め
ま
す
と
の
40
代
前
半
に
な
り
ま
す
。
納
豆
作

り
は
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
の
部
分
が
重
要
に
な
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
の
工
場
で
は
従
業
員
の
定
着
率
も

良
く
、
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。』

Ｑ
．
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

『
操
業
か
ら
９
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
お

客
さ
ま
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
弊
社
は
大
企
業
の
大
き
な
工
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
従
業
員

一
人
一
人
が
知
恵
を
出

し
、
汗
を
流
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
経
営
理
念
に

あ
る
と
お
り
、
人
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
、
食

文
化
づ
く
り
を
し
て
い

き
、
安
全
で
お
い
し
く

安
い
納
豆
を
、
お
客
さ

ま
に
お
届
け
し
た
い
と

思
い
ま
す
。』

◆
会
社
名

　
タ
カ
ノ
フ
ー
ズ
株
式
会
社　
岡
山
工
場

◆
代
表
者

　
高
野　
成
徳
（
代
表
取
締
役
）

◆
住　
所

　
岡
山
県
加
賀
郡

　
　
　
吉
備
中
央
町
湯
山
１
３
０
０
︲
１

☎
０
８
６
６
︲
５
６
︲
９
１
１
２

5
０
８
６
６
︲
５
６
︲
９
１
７
０

▲ 製造する商品の一部
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

　
【
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
】

６
月
の
行
政・人
権・福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
23
年
6
月
2
日

（木）

午
前
10
時
～
午
後
3
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日

本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て　
　
　

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
次
の
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。「
困
っ

た
な
。」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・ 

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
住
民
課　

戸
籍
住
民
班
☎

０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６
ま
で
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

特
設
人
権
相
談
所

　

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

こ
の
日
の
記
念
行
事
と
し
て
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
次
の
と
お

り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

6
月
1
日

（水）
午
前
9
時
～
正
午

　

場
所　

豊
野
公
民
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
就
任
さ
れ
ま
し
た

　
難
波
裕
視
氏
が
行
政
相
談
員
に
就
任

　

本
年
４
月
か
ら
行
政
相
談
員
と
し
て
、
大

和
の
元
副
町
長
の
難
波
裕
視
氏
が
賀
陽
地
域

担
当
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
前
任
者
同
様
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
3
月
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た

石
井
信
夫
氏
は
20
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ

れ
、
総
務
大
臣
表
彰
や
全
国
行
政
相
談
委
員

連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
長
年
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
加
茂
川
地
域
は
引
き
続
き
美
原
の

古
林
勝
彦
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
６

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
年
も
健
全
な
松
を
守
る
た
め
、

薬
剤
の
空
中
散
布
を
行
い
ま
す
！

　

松
が
枯
れ
る

原
因
は
、「
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
」
と
い

う
体
長
1.0
㎜
に

も
満
た
な
い
小

さ
な
セ
ン
チ
ュ

ウ
で
す
。

　

こ
の
セ
ン

チ
ュ
ウ
は
自
分

で
は
別
の
木
に

移
動
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

が
、「
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
」
と
い
う

昆
虫
の
体
に
乗
り
移
り
、
5
月
下
旬
か
ら
7

月
頃
に
被
害
木
か
ら
健
康
な
松
へ
と
運
ば
れ

ま
す
。

　

そ
し
て
、
カ
ミ
キ
リ
の
体
の
中
に
い
る
セ

ン
チ
ュ
ウ
は
、
カ
ミ
キ
リ
の
か
み
傷
か
ら
松

の
中
に
入
り
、
松
を
枯
ら
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
薬
剤
の
空
中
散
布
は
、
こ
の
時
期
に
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

散
布
当
日
は
、
一
部
交
通
規
制
を
実
施
い

た
し
ま
す
が
、
散
布
区
域
内
に
近
づ
か
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
・
散
布
場
所
】

　

5
月
31
日

（火）
午
前
5
時
～
午
前
10
時
頃
ま

で　賀
陽
地
域　

宮
地
地
内（
西
山
）、西
地
内（
杉

日時   6月20日（月)  午前９時～正午

会場 大和公民館 加茂川総合福祉
センター

相談   
行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】　
　住民課　戸籍住民班

　　☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会   しらさぎ事業所

☎ 0866-54-1818
　   　　〃         　やすらぎ事業所

☎ 0867-34-1522

畝
）、
北
地
内
（
大
和
山
）

　

6
月
1
日

（水）
午
前
5
時
～
午
前
10
時
頃
ま

で        　
　

 

加
茂
川
地
域　

竹
部
地
内
（
吉
備
新
線
周

辺
）、
円
城
地
内
（
津
恵
田
、
桜
久
保
）

　

※ 

悪
天
候
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

【
使
用
薬
剤
】

　

松
く
い
虫
防
除
剤
「
ス
ミ
パ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
」

特
長
は
残
効
性
が
長
く
、
1
回
の
散
布
で
有

効
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
農
林
課 

林
業
振
興
班

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
８

　
水
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
水
道
週
間
で
す

　

水
道
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
普
及
し
、

わ
た
し
た
ち
の
生
活
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
仕
組
み
や
料

金
、
水
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
期
間
が
「
水
道

週
間
」
で
す
。

　

水
道
課
で
は
、
今
後
も
安
全
で
お
い
し
い

水
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
水
道
施
設
を
充

実
さ
せ
、
信
頼
と
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
効

率
的
な
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
水
道
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

期　
　
　

間　

6
月
1
日

（水）
～
７
日

（火）

　

ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
蛇
口
か
ら　

あ
ふ
れ
る

ぼ
く
ら
の　

夢
・
未
来
」

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
水
道
課　

上
水
道
班

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

７
１
３
４

　
申
請
は
お
早
め
に
！

家
庭
用
合
併
浄
化
槽
の

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

　

合
併
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
台
所
・

洗
濯
・
風
呂
な
ど
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排

水
を
処
理
し
、
川
の
水
質
汚
濁
防
止
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
町
で
は
合
併
浄
化

槽
の
設
置
促
進
を
図
る
た
め
設
置
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
希
望

さ
れ
る
場
合
に
は
、
申
請
を
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

◎
補
助
対
象
と
な
る
地
域

　

公
共
下
水
道
計
画
区
域
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
区
域
を
除
い
た
町
内
全
域

◎
補
助
金
の
額

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
水
道
課　

下
水
道
班

　

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

７
１
３
４

　
募
集
し
ま
す

吉
備
中
央
町
観
光
協
会
会
員
の
募
集

“
皆
さ
ん
の
ご
加
入
は
、
町
づ
く
り
の
大
き

な
手
助
け
に
繋
が
り
ま
す
!!
”

　

吉
備
中
央
町
観
光

協
会
で
は
、
平
成
23

年
度
の
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

入
会
は
、
町
内
外

を
問
わ
ず
観
光
協
会

の
目
的
に
賛
同
い
た

だ
け
る
方
は
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
多
数
の
方

の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
主
な
活
動

○
地
域
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
…
（
観

光
ス
ポ
ッ
ト
・
特
産
品
の
開
発
な
ど
）

○
文
化
の
育
成
お
よ
び
保
護
…
（
伝
統
文

化
の
承
継
、
振
興
な
ど
）

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
…
（
物
産
展
へ

の
参
加
、
特
産
品
販
売
Ｐ
Ｒ
な
ど
）　

○
ふ
る
さ
と
の
魅
力
・
情
報
の
発
信
…

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
誌
、
新
聞
等

で
町
の
情
報
を
発
信
）

○
花
い
っ
ぱ
い
運
動
…
（
入
会
の
団
体
に

花
の
苗
を
配
布
な
ど
）

○
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
…

（
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
等
の
育
成
な
ど
）

人数区分 補助限度額

5 人槽 332,000 円

6 人槽および 7 人槽 414,000 円

8 人槽から 10 人槽 548,000 円

11 人槽から 50 人槽 939,000 円

会
　
費
　（
年
会
費
）

○
個
人
会
員　

１
口　
　

１
、０
０
０
円

○
団
体
会
員　

１
口　
　

２
、０
０
０
円

○
法
人
会
員　

１
口　

１
０
、０
０
０
円

　

会
費
は
お
手
数
で
す
が
、「
入
会
申
込
書
」

備
え
付
け
機
関
ま
た
は
吉
備
中
央
町
観
光
協

会
に
て
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
「
入
会
申
込
書
」
備
え
付
け
機
関
◇

　
　

・
JA
岡
山
加
茂
川
支
所

　
　

・
JA
び
ほ
く
賀
陽
、
大
和
支
店

　
　

・
備
北
信
用
金
庫
賀
陽
支
店

　
　

・
役
場
賀
陽
庁
舎
・
加
茂
川
庁
舎
・
各

支
所
・
出
張
所

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
備
中
央
町
観
光
協
会
【
事
務
局
：
協
働

推
進
課
内
（
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
内
）】☎

０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
０
１

０
８
６
６

−

５
４

−

１
３
１
１

日
　
　
時

会
　
　
場

6
月
7
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
賀
陽
庁
舎　

相
談
室

6
月
21
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
加
茂
川
庁
舎　

相
談
室



　まちの活性化を図るため、住民が自主的に行う独創的、先駆的、実験的な新たに始める「地域づく
り事業」に対して補助金を交付します。
　補助金の交付を希望される団体の代表者の方は、協働推進課までご相談ください。

【お問い合わせ先】協働推進課　地域振興班　☎0866-54-1301

【概要】

内　　　　　　　容

１．補助対象活動

【一般事業】
　住み良いまちづくりを目指すために、町民が自主的に行う公共性、公益性
のある独創的、先駆的、実験的な新たに始める活動事業で、他の模範とな
り、地域および町の活性化に特に有効であると認められるもの。また、同一
事業については３年間を交付限度とします。ただし、１申請団体につき１事
業を限定とし、補助金の交付決定を受けた年度内に完了することが確実な事
業であること。
※補助対象とならない事業
  ①他の補助金や交付金等の交付対象となっている事業
  ②事業を行う構成員の生計を維持するための事業
  ③事業効果が特定の個人または団体のみに帰属する事業
  ④個人給付等の補助的な事業
  ⑤既存の定例的な活動
  ⑥その他補助することが適当でないと認められる事業

２．事業主体
　（団体）の要件

（１）町の振興施策に行政と協働し、共に町づくりを行うことができる団体
（２）10名以上で構成された団体

３．補助対象経費

　補助対象となる事業費は、事業を行うために直接必要な経費とします。
※補助対象とならない経費
　①団体（事業主体）の継続的な運営に係る経費
　②施設等の維持管理に係る経費
　③飲食費
　④構成員に支払う経費（報償費・賃金等）
　⑤その他、補助対象として適当でないと認められる経費

４．補助金の額

　補助対象事業費の合計額から事業で得た収入金等を差し引いた額（以下
「補助対象額」という）を基準とし、事業年数に応じ、次に定める額としま
す。ただし、補助金額は15万円を限度とします。
　①事業１年目の場合、補助対象額の70パーセント以内
　②同一事業２年目の場合、補助対象額の50パーセント以内
　③同一事業３年目の場合、補助対象額の30パーセント以内

第７回吉備中央町小学生富士登山チャレンジ事業

子供たちと一緒に日本一の富士山に登ってみませんか!!
　今年も町内の小学校６年生が富士登山に挑戦します。
　富士登山チャレンジ実行委員会では、登山隊の指導者として
参加してくださるボランティアを募集します。

■登山期日：平成23年7月18日（月）～20日（水）２泊３日（宿泊予定地：中央青少年交流の家、富士本八合目山小屋）

■内　　容：登山隊各班の指導や救護を担当していただきます。
■募集条件：○子どもの世話が好きで、団体行動ができる方
　　　　　　○町内在住・在勤者で、原則として20歳から55歳までの健康な方
　　　　　　○実行委員会が実施するリーダー研修会や全体研修会等に参加できる方
　　　　　　　※登山経験者、看護師の方を歓迎します。
■費用負担：全体に係る経費（宿泊費、保険等）は実行委員会で負担しますが、個人経費（登山靴、雨具等）

については自己負担となります。
■募集人員：若干名（選考後、参加決定者には通知書を送付します。）
■募集締切：６月１日（水）
■応募方法：各公民館・小学校、賀陽庁舎、加茂川庁舎、井原出張所、教育委員会事務局に備え付け、または

町ホームページに掲載の参加申込書に必要事項を記入・押印のうえ、下記事務局まで郵送または
持参してください。

【お申し込み・お問い合わせ先】富士登山チャレンジ実行委員会事務局（教育委員会事務局生涯学習班内）
　　　　　　　　　　　　　　 〒 716-1241 吉備中央町吉川 4860-6 きびプラザ内   ☎（0866）56-9191

ボランティアリーダー募集
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■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

「協働でひらく新たなまちづくり
実践事業補助金」のご案内

みんなが

主役
〜エール〜

団体名　豊野公民館英会話教室
活動内容

募集内容

活動実績

会員募集に関する問い合わせ先

●「日常英会話」を2名の外国人の方か
ら学びます。

●開催日時／隔週の火曜日（月間2回）
　　　　　　19時～20時30分
●主な場所／豊野公民館(2F）

どなたでも参加出来ます。特に初心者の方大歓迎です。
入会金は不要です。一回の会費は500円。

吉備中央町では2名の外国人の先生が小・中学校で、外国
語指導助手（ALT）として活動されています。その先生方
とお互いの国の文化交流を図りながら英語の指導を受けて
います。これまでアメリカのミシガン州・シカゴ州および
カナダ出身の先生達と交流を図ってまいりました。現在は
ニューヨーク出身のティナ先生、南アフリカ出身のブロ
ウィン先生です。二人とも大変素敵な先生です。

☎0866-56-6506（渡辺）

あなたも英語をはじめませんか！　英語に興味のある
方・海外旅行を計画されている方・一から英語を習い
たいと思っている方…始めませんか、ご一緒に！　アット
ホームな雰囲気の中で、日常英会話を学べます。ぜひ一
度クラスに遊びに来て下さい。英語が身近な存在になり
ます。きっと英語が大好きになります。

今月号から町内で活動するスポーツや文化活動、地域づくり
に取り組んでいる団体・グループを紹介します。掲載を希望
される場合は、企画課　公聴広報班にご応募ください。
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◇
館　
　
　

長　

早
川
淳
子

◇
館
長
勤
務
日　

月
･
水
･
金
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

土
岩
晴
子

【
主
催
講
座
】

◎
「
楽
笑
体
操
（
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）」

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
、
タ
オ
ル
と
飲
み

物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

■
日　

時
／
６
月
３
日

（金） 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
場　

所
／
上
竹
荘
公
民
館
大
ホ
ー
ル

☆
上
竹
地
区
球
技
大
会

　

■
日　

時
／
６
月
26
日

（日） 

９
時
～

　

■
場　

所
／
か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

◇
館　
　
　

長　

山
﨑
眞
生

◇
館
長
勤
務
日　

月
･
水
･
金
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

石
井
稔
子

☆
球
技
大
会

　

■
日　

時
／
６
月
12
日

（日） 

　

■
場　

所
／
納
地
公
民
館
・
舞
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
館　
　
　

長　

藤
井　

尊

◇
館
長
勤
務
日　

月
･
水
･
金
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

柆
田
美
和
子

◇
館　
　
　

長　

小
川
克
典

◇
館
長
勤
務
日　

月
･
水
･
金
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

神
原
澄
江

◇
館　
　
　

長　

辻
田　

明

◇
館
長
勤
務
日　

月
･
水
･
金
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

武
内
昌
江

☆
吉
川
地
区
体
育
祭

　

■
日　

時
／
６
月
12
日

（日） 

９
時
30
分
～

　

■
場　

所
／
吉
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
で
ミ
ニ
体
育
祭
を

行
な
い
ま
す
の
で
、
各
自
体
育
館
専
用

の
靴
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
館　
　
　

長　

木
村
二
昭

◇
館
長
勤
務
日　

大
和
支
所
長
兼
務

◇
主　
　
　

事　

渡
邊
育
枝

※
各
公
民
館
の
館
長
勤
務
日
は
原
則
で
あ

り
、
講
座
な
ど
に
よ
り
他
の
時
に
も
勤

務
し
ま
す
。

◇
館　
　
　

長　

小
林
正
男

◇
館
長
勤
務
日　

水
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

贄
田
美
保

【
主
催
講
座
】

◎
「
健
康
た
い
そ
う
教
室
～
健
康
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
を
使
っ
て
～
」

　

マ
シ
ン
の
初
め
て
の
方
、
病
院
か
ら
運
動

を
勧
め
ら
れ
て
い
る
方

　

関
節
痛
な
ど
で
、
日
常
生
活
に
悩
ん
で
る

方
な
ど
…

　

ま
ず
は
、軽
い
運
動
か
ら
、始
め
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
運
動
指
導
士
の
先
生
が
、
丁
寧
に
指

導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

運
動
で
体
を
動
か
し
て
…
気
分
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　

■
日　

時
／
６
月
９
日

（木） 

10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

６
月
17
日

（金） 

19
時
～
20
時
30
分

　

■
受
講
料
／
無　

料

　

■
場　

所
／
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

◇
館　
　
　

長　

小
林
正
男

◇
館
長
勤
務
日　

金
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

石
坂
陽
子

◇
館　
　
　

長　

小
林
正
男

◇
館
長
勤
務
日　

月
曜
日
午
前
中

◇
主　
　
　

事　

山
口
す
み
れ

【
主
催
講
座
】

◎
「
Ｕ
Ｄ
講
座
～
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
っ
て
何
？
～
」

　

シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
の
側
面
に
ギ
ザ
ギ

ザ
が
付
い
て
い
て
、
さ
わ
る
と
リ
ン
ス
と
区

別
が
で
き
る
こ
と
。
缶
の
上
に
つ
い
て
い
る

点
字
に
よ
っ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と
わ
か

る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
を
採
り
入
れ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
一
体
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
。

　

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

■
日　

時
／
６
月
23
日

（木） 

13
時
30
分
～
15
時

　

■
受
講
料
／
無　

料

　

■
申
込
〆
切
／
６
月
16
日

（木）

　

■
場　

所
／
津
賀
公
民
館

☆
津
賀
地
区
民
運
動
会

　

■
日　

時
／
６
月
４
日

（土） 

13
時
～
15
時

　
　
　
　
　
　
（
雨
天
順
延
）

　

■
場　

所
／
津
賀
小
学
校
運
動
場

津
賀
公
民
館

☎
０
８
６
７

−

３
４

−

１
８
０
７

円
城
公
民
館

☎
０
８
６
７

−

３
４

−

１
５
５
５

御
北
公
民
館

☎
０
８
６
７

−

３
５

−

０
５
５
０

豊
野
公
民
館

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

０
１
９
４

下
竹
荘
公
民
館

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

０
９
７
０

吉
川
公
民
館

☎
０
８
６
６

−

５
６

−

７
０
２
０

大
和
公
民
館

☎
０
８
６
６

−

５
５

−

５
９
７
４

上
竹
荘
公
民
館

☎
０
８
６
６

−
５
４

−

１
７
８
４

納
地
公
民
館

☎
０
８
６
６

−

５
４

−

０
９
７
１

生 便活 利 帳 #11 みなさんの暮らしに役立つ情報を紹介します。

　出産、看護、冠婚葬祭などにより一時的に育児が困難になり、悩まれることがありません
か。町では乳幼児（生後６カ月～）を一時的にお預かりし、保護者の方に代わって保育を行い
ますので、ご利用ください。

【利用条件】
・町内に住所を有し、保育園および幼稚園に入所していない生後6ヵ月から就学前の乳幼児
・短時間・断続的勤務、職業訓練など…月10日以内
・疾病・入院、災害・事故、出産・産前・産後、看護・介護、冠婚葬祭など…月10日以内
・育児等に伴う心理的・肉体的負担を解消するなど…月５日以内

【利用方法】

【利用料金】
内　容 保育料（１時間） ※保育に伴う個人的消耗品代は実費を徴収します。

※昼食とおやつが必要な場合は、ご持参ください。料　金 200円

【利用日時】
　・月曜日～金曜日（土・日・祝祭日・年末年始除く）
　・午前８時～午後６時（８時間以内）

【実施場所】
　・北保育園（休園中施設）　　北387-1　　　☎0866-55-5113
　・かもがわ総合福祉センター　円城540-4　　☎0867-34-1555

【持参品】
乳　児 ミルク・哺乳瓶・エプロン・着替え・おしめ・おしりふき・タオル・ナイロン袋
幼　児 歯ブラシ・コップ・エプロン・着替え・おしめ・おしりふき・タオル・ナイロン袋

※その他必要と思われるものは、ご持参ください。

【お問い合わせ先】保健課　子育て支援班　　☎0866-54-1326

一時保育のご利用について

  事前に登録申請を行う（保健課）
  ※登録は利用年度のみ有効とします

  電話等により事前に予約する（保健課）
（原則として３日前までに）

  当日利用申込書に記入する
（北保育園・かもがわ総合福祉センター）

  保育を受ける
（北保育園・かもがわ総合福祉センター）

  お迎えの時、利用料金を支払う

登 録

予 約

申 込

保 育

利用
料金

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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デジサポ岡山では地デジ化に係る電話相談も受け付けております。

電話　086－899－6060　までご相談ください。
（平日：午前9時～午後9時、土・日・祝日：午前9時～午後6時）

地デジの準備は大丈夫ですか？
　7 月 24 日のアナログ放送終了まであとわずかです。
　デジサポ岡山では、まだ地デジ対応が済んでいない方を支援するため
役場庁舎に臨時相談窓口を設置し、ご相談にお応えします。
　臨時相談窓口は次のとおりですのでお気軽にお越しください。
　いずれの会場も受付は午前 10 時から 14 時までです。
　戸別訪問のご要望も受け付けます。

■ Infomation Infomationお　知　ら　せ
福祉のひろば

吉備の里相談支援センター vol.14
－障害児を持つ親の会　てぃーたいむ－

　こんにちは、吉備の里相談支援センターです。
　今回は、「てぃーたいむ」の紹介をいたします。
　「てぃーたいむ」は、吉備中央町内に住む障害児の親が集まり、お互いの子育てや進路などの色々
な悩みを話し合いながら、仲間として互いに支援しあえる環境を作りたいという思いから結成され、
活動をしています。
　会では、気取らず、肩を張らず、お茶を飲みながら“ほっ”と息の抜ける時間を持てるようにし
たいと考えています。年間行事として、バーベキュー会、カレーを食べる会、クリスマス会などのほか、会員のニー
ズに応じた勉強会や視察研修も企画しています。
　現在、会員を募集しておりますので、お気軽にお問い合わせください。

【行事の様子】

■
募
集
し
ま
す

　
税
務
職
員
募
集

　
　

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

採
用
試
験
の
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

税
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
、

ぜ
ひ
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
資
格
】
平
成
2
年
4
月
2
日
～
平
成
6
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

【
試
験
の
程
度
】
高
校
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
期
間
】
平
成
23
年
6
月
21
日

（火）
～
6

月
28
日

（火）

※
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送
（
簡
易

書
留
）
に
し
て
く
だ
さ
い
（
6
月
28
日

（火）
ま
で

の
通
信
日
付
印
有
効
）。

【
受
験
申
込
先
】
受
験
し
よ
う
と
す
る
第
一
次
試

験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

※
採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験
を
全
国
ど
こ

の
試
験
地
で
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
第
一
次
試
験
】

○
試
験
日　

平
成
23
年
9
月
4
日

（日）

○
試
験
地　

人
事
院
中
国
事
務
局
が
管
轄
す
る

試
験
地
は
、
鳥
取
市
・
松
江
市
・
岡
山
市
・

広
島
市
・
山
口
市

○
試
験
種
目　

教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文

試
験

【
第
一
次
試
験
合
格
発
表
日
】　

平
成
23
年
10
月

6
日

（木）

【
第
二
次
試
験
】

○
試
験
日　

平
成
23
年
10
月
13
日

（木）
～
10
月
20

日
（木）
の
間
で
指
定
す
る
日

○
試
験
地　

第
一
次
試
験
合
格
通
知
書
に
よ
り

試
験
地
を
指
定
（
試
験
日
お
よ
び
集
合
時
刻

も
掲
載
）

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
・
身
体
検
査

【
最
終
合
格
発
表
日
】
平
成
23
年
11
月
10
日

（木）

【
受
験
申
込
書
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、

お
問
い
合
わ
せ
先
】
広
島
国
税
局 

総
務
部 

人
事

第
二
課 

試
験
研
修
係
（
〒
７
３
０

−

８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

−

30　

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

９
２
１
１ 

内
線
３
７
４
３
）
ま
た

は
お
近
く
の
税
務
署 

総
務
課
へ

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

国
税
庁　

http://www.nta.go.jp

■
手
続
き
が
必
要
で
す

   

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

難
病
の
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、

現
在
お
持
ち
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
有

効
期
間
が
平
成
23
年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
人
は
、
10
月
1
日
以
降
も
引
き
続
き
治
療

を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
保
健
所
で
更
新
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

更
新
手
続
き
の
期
間
は
、
6
月
1
日
か
ら
7

月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
医
療
受
給
者
証
で
は
、
10
月

1
日
か
ら
特
定
疾
患
に
係
る
医
療
費
の
公
費
負

担
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
岡
山
県
備
前
保
健
所
保
健
課

　
　
　

 　
　

    

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

３
９
３
４    

ま
た
は
岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
薬
安
全
課　

特
定
保

健
対
策
班　
　

  

☎
０
８
６

−

２
２
６

−

７
３
４
２

■
「
エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」
で
す

   

平
成
23
年
度
「
エ
イ
ズ
検
査
普
及

   

週
間
」
臨
時
夜
間
検
査
等
の
御
案
内 

 　

保
健
所
で
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
や
検

査
を
、
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
性

感
染
症
に
関
す
る
相
談
・
検
査
も
同
時
に
受

け
付
け
て
い
ま
す
。              

　

平
成
23
年
6
月
1
日

（水）
～
７
日

（火）
は
「
エ

イ
ズ
検
査
普
及
週
間
」
で
す
。
エ
イ
ズ
や
エ

イ
ズ
検
査
に
も
っ

と
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め

に
、
平
成
18
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

備
前
保
健
所
で

は
、
毎
月
定
例
の

相
談
・
検
査
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、週
間
中
は
、

特
に
夜
間
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

備
前
保
健
所
の

エ
イ
ズ
検
査
・
性

感
染
症
検
査
・
肝

炎
検
査
日
時
（
無

料
・
匿
名
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

☎
０
８
６

−

２
７
２

−

５
５
５
３

（
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

備
前
保
健
所
（
岡
山
市
中
区
古
京
町
１

−

１

−
１
７
）

屋外行事
バーベキュー会

視察研修
瀬戸高等支援学校

勉強会
カラーセラピー

お問い合わせ先

吉備の里相談支援センター
　〒 709-2344　
　吉備中央町上野 2320-10
　  ☎ 0866-56-8216
　 0866-56-8218

てぃーたいむ　　
代表者：渡邊

（携帯電話）090-4691-1366

「デジサポ岡山」からお知らせ
－地デジ臨時相談窓口を庁舎に設置－

■賀陽庁舎玄関ロビーにて相談受付 ■加茂川庁舎玄関ロビーにて相談受付
日　　　　　程

６月２８日(火) ８月１７日(水)

７月　５日(火) ８月２４日(水)

７月１２日(火)

７月１９日(火)

７月２６日(火)

８月　３日(水)

８月１０日(水)

【てぃーたいむ定例会】
　日時 毎月第２木曜日 午前の場合　10:00 ～
   午後の場合　19:00 ～
　場所 吉備の里体育センター内　交流室（加賀郡吉備中央町上野 2320-10）

※午前・午後交互ですが、月
によって変更する場合があ
ります。

検査日 受付時間 検査内容

夜間検査 6月3日（金） 17:00～20：00
（予約制）

HIV抗体検査
クラミジア検査、梅毒検査
肝炎ウイルス検査

定例検査 第1・第3金曜日 10:00～15：00
（予約制）

HIV抗体検査
クラミジア検査、梅毒検査
肝炎ウイルス検査

日　　　　　程
６月２７日(月) ７月３０日(土)

７月　２日(土) ８月　１日(月)

７月　４日(月) ８月　５日(金)

７月　９日(土) ８月　８日(月）

７月１１日(月) ８月１２日(金)

７月１６日(土) ８月１５日(月)

７月１８日(月) ８月１９日(金)

７月２３日(土) ８月２２日(月)

７月２５日(月) ８月２６日(金)

［備前保健所の検査日時（無料・匿名）］



広報きびちゅうおう  2011.6 月号／ 2021 ／広報きびちゅうおう  2011.6 月号

お
め

でと
う満1歳

髙た
か
し
ま島　

埜の

い衣
ち
ゃ
ん（
上
田
東
）

髙島家唯一のかわいい埜衣姫・
かわいらしく元気に育ってね☆

平成22年6月11日生まれ小お

倉ぐ
ら　

菜な

お央
ち
ゃ
ん
（
西
）いつも笑顔で、

元気に育ってね。

平成22年6月21日生まれ石い
し

井い

心こ

な

み
奈
美
ち
ゃ
ん
（
納
地
）

元気いっぱい
大きく育ってね♡

平成22年6月27日生まれ

髙た
か

森も
り

太た
い

吏し

郎ろ
う

ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

元気に大きくなってね。

平成22年6月26日生まれ 難な
ん

波ば　
茉ま

な奈
ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

沢山食べて大きくなってね♡

平成22年6月6日生まれ石い
し

井い

真ま

き

と
輝
人
ち
ゃ
ん
（
尾
原
）

元気いっぱい大きくなってね。

平成22年6月16日生まれ

ご寄附に感謝します　育英資金へ（敬称略）

香典返し
　　　　　井上　弘志＜吉川＞　　　草地　健生＜小森＞

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》　
宮
脇
　
和
恵
　
選
（
投
句
者
80
名
） 

　
「
佳
作
」 

　
　

好
き
だ
っ
た
あ
の
町
ど
こ
へ
き
え
た
の
か	

三
宅　

千
尋

　
　

好
き
だ
け
ど
告
白
で
き
ず
に
桜
散
る	

長
浜　
　

永

　
　

こ
い
心
今
ご
ろ
め
ば
え
た
十
六
才	

小
林
銘
津
生

　
　

大
好
き
だ
家
族
全
員
宝
物	

香
川　

景
津

　
　

好
き
な
こ
と
み
つ
け
て
ゆ
め
に
つ
な
げ
よ
う	

禰
元　

健
太

　
「
三
光
」 

　
　

人　

す
き
な
こ
と
マ
マ
の
え
が
お
と
春
の
色	

天
野　

琳
日

　
　

地　

好
き
な
の
に
恋
の
歯
車
ま
わ
ら
な
い	

杉
井　

千
尋

　
　

天　

さ
く
ら
さ
く
ピ
ン
ク
に
そ
ま
る
空
が
す
き	

芦
田
未
沙
都

	《
一
般
の
部
》　　
　
生
駒
　
聖
天
　
　
選
（
投
句
者
33
名
） 

　
「
佳
吟
」	

　
　

ご
め
ん
な
さ
い
そ
の
一
言
で
好
き
に
な
る	

山
元　

定
子

　
　

蟹
が
出
て
話
し
好
き
ま
で
押
し
だ
ま
り	

草
地　

恒
太

　
　

生
涯
を
好
き
な
野
良
着
で
演
じ
切
る	

丸
山　

光
子

　
　

き
れ
い
好
き
今
日
も
ぴ
か
ぴ
か
心
ま
で	

小
林
千
恵
子

　
　

趣
味
と
生
き
八
十
の
心
の
杖
と
な
る	

平
井　

綾
子

　
「
三
光
」 

　
　

人　

花
を
摘
む
や
は
り
こ
の
児
も
花
が
好
き	

海
士
部
節
子

　
　

地　

好
き
嫌
い
な
く
て
八
十
路
を
き
り
ぬ
け
る	

河
田　

和
枝

　
　

天　

ま
だ
若
い
や
ら
せ
て
み
よ
う
好
き
な
だ
け	

難
波　

良
子

東
日
本
襲
い
し
大お

お
地な

い震
・
大
津
波
・
原
発
事
故
に
言
葉
失
う 

土
居　

於
栄

ま
だ
ま
だ
と
元
気
を
出
し
て
鍬
を
ふ
る
野
菜
作
り
が
老
の
楽
し
み 

富
田　

永
子

し
ぶ
き
受
け
川
辺
に
生お

う
る
猫
柳
銀
の
つ
ぼ
み
の
気け

高
く
も
あ
り 

土
居　

照
代

初
飛
来
せ
し
と
見
る
日
の
夕
べ
に
は
古
巣
に
寄
り
添
ふ
二
羽
の
燕

つ
ば
く
ら 

難
波　

良
子

空
仰
ぎ
鍬
に
も
た
れ
て
亡は

は母
が
よ
く
し
て
い
た
ポ
ー
ズ
そ
っ
と
し
て
み
る 

河
内　

晶
子

待
ち
侘
び
し
あ
け
び
陽
気
に
誘
わ
れ
て
花
の
つ
ぼ
み
抱
き
て
開
く 

山
本　

豊
子

震
災
の
が
れ
き
の
中
に
咲
く
桜
悲
し
く
強
く
心
打
た
れ
し 

亀
森　

澄
子

原
発
の
事
故
で
燕
の
遅
れ
し
か
清
明
す
ぎ
て
よ
う
や
く
来
る 

山
﨑
し
げ
る

う
ぐ
い
す
の
初
音
を
聞
き
し
寒
き
朝
今
日
一
日
が
良
き
こ
と
多
し
と 

国
只
由
紀
子

朧
月
西
空
に
う
き
し
ず
か
な
り
峽
田
の
蛙
こ
え
届
け
く
る 

中
山　

文
恵

津賀公民館

放送川柳コーナー
平成 23 年 4 月秀句　題「好き」

＊六月の課題は「鏡」、七月の課題は「星」です。
　投句の方法…はがきに二句以内・氏名（本名）を書いて下加茂

1106-9　津賀公民館放送川柳係までお送りくだ
さい。

　投句締め切り日…毎月 15 日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　毎月第三木曜日に総合福祉センターへ五首までを持参。
　合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会

出
会
い
の
扉
　
～
或
る
本
と
の
出
会
い
～

今
月
は
、
か
も
が
わ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
か
ら
、

【
日
本
ら
し
さ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に･･･

】

を
テ
ー
マ
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
昔
」
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
、
日
本
ら
し
さ
「
和
」
を
楽
し
み
、
和
の
文
化
を
残
し

て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。着
物
や
道
具
な
ど
衣
食
住
に
か
か
わ
る「
物
」

だ
け
で
な
く
、「
情
の
厚
さ
」
も
日
本
ら
し
さ
な
の
か
な
。

『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
着
物
と
暮
ら
す
』

石
橋
富
士
子
・
作　

幻
冬
舎

　

ど
ん
な
身
長

で
も
ど
ん
な
体

型
で
も
大
方
カ

バ
ー
し
て
く
れ

る
着
物
は
、
実

は
と
て
も
合
理

的
な
衣
類
。
箪た

ん

笥す

に
入
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
家
庭
も
多
い

は
ず
。
着
物
の
着
付
け
や
手
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

箸
置
き
で
つ
く
る
帯
止
め
や
お
洒
落
な
ス
カ
ー

フ
で
作
る
帯
揚
げ
、
好
み
の
布
に
芯
を
貼
っ
て

ザ
ク
ザ
ク
ミ
シ
ン
で
縫
っ
ち
ゃ
う
半
幅
帯
な
ど
、

気
軽
に
和
生
活
を
楽
し
め
る
本
。
浴
衣
の
季
節

に
向
け
て
お
勧
め
の
一
冊
。

『
東
慶
寺
花
だ
よ
り
』

井
上
ひ
さ
し
・
作　

文
藝
春
秋

　

江
戸
時
代
の
鎌

倉
。
東
慶
寺
は
離

縁
を
訴
え
る
女
性

が
駆
け
込
ん
だ
尼

寺
だ
っ
た
。
主
人

公
中
村
信
二
郎
は

当
寺
の
御
用
宿
柏
屋
に
住
み
込
み
、
駆
け
込
み

調
書
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
戯
作
者
を
目
指

す
彼
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
持
つ
魅
力
的
な

若
者
だ
。
相
手
の
幸
せ
の
た
め
に
離
縁
を
願
う

女
、
病
を
装
い
離
縁
を
訴
え
る
女
な
ど
、
複
雑

に
絡
み
合
う
夫
婦
の
愛
情
や
絆
、
悲
哀
が
描
か

れ
る
。「
梅
の
章
お
せ
ん
」「
桜
の
章
お
ぎ
ん
」

…
と
花
の
季
節
を
背
景
に
15
の
短
編
で
繋
が
る

男
と
女
の
物
語
。

みんなの
  これがよかった！

『青い鳥』
重松　清著　　新潮社

自分に弱いところがある
から人の気持ちがわかる。

「先生はうまくしゃべれな
いんだ。だから大切なこ
としか言わない。」吃

きつおん

音癖
しょう

のある木内先生は、いつ
も正面からこどもたちと
向き合う。心が涙で洗わ
れるほど泣いてしまいま
した。　（40 代　女性）

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
・
イ
ラ
ス
ト
・

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
で
は
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

と
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て

特
集
を
し
ま
し
た
。
原
稿
を
作
成
す
る

に
あ
た
っ
て
、
担
当
者
か
ら
事
業
内
容

を
聞
く
と
、
放
課
後
に
子
ど
も
を
見
て

も
ら
え
る
場
所
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
け
で
、
ど
ん
な
人
が
、
ど
の
よ

う
に
活
動
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
、
放
課
後
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が

安
全
な
場
所
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
今
月
号
か
ら
公
民
館
の
お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
情
報
を
掲
載
し
て

い
き
ま
す
。
講
座
な
ど
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

 

難
波

今
月
の
表
紙

▼
表
紙
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
「
児
童
ほ
っ
と
ク
ラ
ブ
」
の

様
子
で
す
。
特
集
の
た
め
、
い

く
つ
か
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
様
子
を

撮
影
し
て
回
り
ま
し
た
が
、
ど

の
教
室
・
ク
ラ
ブ
も
子
ど
も
た

ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
時
間
を

過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
場
所
に

な
っ
て
い
た
の
が
、
印
象
的
で

し
た
。

お
便
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で

は
、
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
、

身
近
な
話
題
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
意
見
、
情
報
な
ど
を
応
募

し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
左
記
の

事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企

画
課　
公
聴
広
報
班
宛
て
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど

は
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
部
編
集
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便

り
な
ど
に
は
、必
ず
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の

旨
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
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群生地に咲き誇るカタクリの花
　～カタクリ祭り開催～　
　4 月 16 日、福沢東の大国主神社周辺で福沢住民会主催による「第 14 回カタ
クリ祭り」が開催され、かれんな姿を見せたカタクリの花が来場者の目を楽しませ

ました。カタクリの花は大きくなって花を咲かせるまでに 7 ～ 8 年かかるとされてお
り、2 枚の葉の間から細い茎を立ち上げて、透明感のある美しい薄紫色の花を咲かせます。
約 10㌃の群生地は同住民会が協力して年
2 回ほど手入れをされているそうです。
　祭りでは、同住民会により手作りうどん

や草餅などが販売されました。観賞
された土居里代子さん（竹荘）は「新
聞を見て、今年初めて来てみまし
た。思ったより広い範囲に咲いて
いて驚きました。とてもきれいで
した。」と感想を話されました。

大和山ハイキング開催
　
　4 月 24 日、大和山ハイキングが大和山野山の会の主催（共催：吉備
中央町観光協会）により開催されました。
　当日は岡山駅西口からのバスツアー客 53 名を含む 169 名が参加し
ました。参加者はふれあい荘から出発し、ことわざの道で知られる大和
山の遊歩道を楽しみながら、途中、古和田城跡では同会会長の富岡さん
から史跡の説明を受けるなどし、608m の山頂を目指しました。
　今回、ことわざの道のことわざ看板の裏に書かれた文字を見つけ出し
て、組み合わせてできる言葉を考えるゲームも用意され、参加者は新
緑を満喫しながら、ハイキングとゲームを楽しみました。また、山頂ではレーダー雨量観測所の開放もあり、

普段見ることのできない高さから、町内の景色
を眺めていました。
　参加した宮地の金川芽以さん（8）は、「初め
てハイキングに参加して、足がだるかったけど
おもしろかった。ことわざの道のクイズが楽し
かった。」と感想を話してくれました。

菜の花プロジェクトで菜の花満開！
　
　吉川にあるグリーンファームかようで、菜の花プロジェクトに取り組む㈶
吉備中央農業公社が栽培する 1ha の菜の花が 4 月下旬から見頃を迎えました。

　菜の花プロジェクトは、菜の花
の栽培を通じて、耕作放棄地の解
消や景観の向上を図るとともに、
収穫した菜種から菜種油を生産するなど資源循環型社会の形成を
目指していくことを目的とした取り組みで、行政、商工・農業・
消費者・女性団体などで設立された岡山県菜の花プロジェクト推
進協議会が活動を進めており、吉備中央町もこれに協賛していま
す。平成 21 年 11 月から㈶吉備中央農業公社の協力を得て栽培に
取り組み、収穫された菜種は同協議会の活動に利用されています。

フォト
トピックス イベント情報

文 化 講 演 会
世界からのメッセージ　〜平和と命の大切さ〜

6月20日（月）
チケット
発売開始!!

戦場カメラマンとして感じ、そして今伝えたいこと！
戦場カメラマンとして、世界中の戦場や被災地を飛び回り、そこで生活す
る人々の絆や、人間の持つ愛の深さ、命の大切さ、生きることの素晴らし
さなど「ありのままの表情や生の声」を伝えていきます。

Ｐｒｏｆｉｌｅ　
渡部　陽一　　戦場カメラマン／ジャーナリスト

1972 年、静岡県富士市生まれ。明治学院大学卒業。
学生時代から世界の紛争地域で取材を始め 130 ヵ国以上を訪れる。
これまでの主な取材地は、イラク戦争の他、ルワンダ内戦、コソ
ボ紛争、チェチェン紛争、ソマリア内戦、アフガニスタン紛争、
コロンビア左翼ゲリラ開放戦線、スーダン、ダルフール紛争、パ
レスティナ紛争 ･･･ 等。
2008 年末には著書「世界は危険で面白い！」を発売。
共著に「報道されなかったイラクと人々」がある。

●講　師：戦場カメラマン/ジャーナリスト
　　　　　　　　　　　　渡部　陽一　氏

●日　時：平成23年10月22日（土）
　　　　　午後６時30分開演　午後６時開場

●ところ：ロマン高原かよう総合会館／
　　　　　レインボーホール

●入場料：全席指定　　一　　　般　1,000円
　　　　　　　　　　　高校生以下　  500円
　　　　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。　　
　　　　　　　　※当日は託児ルームを開設します。（要予約）　　

●主　催：吉備中央町

●後　援：吉備中央町教育委員会・吉備中央町国際化推進協会
プレイガイド　　 ロマン高原かよう総合会館・加茂川庁舎・吉備高原総合調整事務所

【お問い合わせ先】協働推進課　地域振興班（ロマン高原かよう総合会館内）☎0866-54-1301



ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成23年5月1日現在（　　）は前月との増減

人　　口　13,104人（＋101）　　男　6,330人（＋77）
世　　帯　  5,474戸（＋111）　　女　6,774人（＋24）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。
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6月は食育月間
（毎月19日は食育の日）

☆食べられることに感謝☆
－ 食育の５つの力を手に入れよう －

＊食べて心も体も元気でなければ、知育・体育・徳育につながらないともいわれています。
◇朝食は一日の始まり！
　朝食の効果：脳を目覚めさせる
　　　　　　　集中力が高まる（成績も上がるみたい）
　　　　　　　肥満予防（規則正しく食べることが大事）
　　　　　　　腸を刺激（便通がよくなる）

◇朝食アンケート調査（吉備中央町栄養改善協議会実施）

朝食は毎日
食べますか

☆朝食が食べたくなるポイント☆
★夜更かしをしない
★少量でも食べる習慣をつける
★夜食をひかえる
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